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プレス問い合わせ ｰ ｰ お客様問い合わせ ｰ

     アウディ コミュニケーションセンター

年以上の歴史を持つアウディ 気筒エンジン

・ 年に を発生する最初の 気筒エンジンを に搭載

・ 量産モデルへの搭載およびラリー参戦において大きな成功を収めたコンセプト 

・ は 年連続で「エンジン オブ ザ イヤー」を受賞

アウディは今から 年前に、最初の 気筒ガソリンエンジンを第 世代の に搭載し

ました。その後、ターボチャージャー、エミッションコントロール、 バルブテクノロジーとい

った新技術の採用、ラリー用エンジンや 気筒ディーゼルエンジンの開発など、継続的なパワー

アップと改良が続けられてきました。今日この長い伝統を受け継ぐ 気筒エンジン は、

、 、 及び に搭載されています。

アウディの 気筒エンジンは、モータースポーツにおける成功の歴史や高い信頼性 経済性などに

より、類いまれな存在感を備えたエンジンとして知られています。このエンジンは、アウディの

スローガンである「 」（技術による先進）を定義する上で重要な役割を

果たしていると同時に、その特徴的なエンジンサウンドにより、ドライバーの感性を刺激する走

りを提供します。

最初の 気筒ガソリンエンジンは、 年に （第 世代）に搭載されました。

という社内コードで知られるそのモデルは、市場において旧モデルよりも上位のポジショニング

が与えられ、それまで搭載されていた 気筒エンジンはこの新しいモデルには適さないという判

断が下されました。そのため、 年代の初めにアウディのエンジニアは、直列 気筒および

気筒エンジン投入の可能性を検討し始めました。しかし、 気筒エンジンに関しては搭載スペー

スおよび重量配分の問題により、搭載が見送られることになり、新しい エンジンコンセ

プトをベースにした 気筒直列エンジンの開発が決定されました。その当時、フォルクスワーゲ

ングループでは、 及び を含めて、直列 気筒エンジンが幅広いモデルに搭載

されていました。このエンジンから派生した 気筒エンジンは、 ℓの排気量から （ ）

の最高出力を発生。現代的なインジェクションシステムが採用された結果、効率性とパワーが向

上し、 年 月には が発売されました。

年には、早くも最初のディーゼルバージョンが発表されました。この自然吸気エンジンは、

ℓの排気量から （ ）の最高出力を発生。さらに翌年には、ターボチャージャーを搭

載した最初の 気筒ガソリンエンジンがデビューしました。このユニットは、現代へと受け継が

れる先駆的なエンジンの一つとなっています。最高出力 （ ）、最大トルク



を発生したこのエンジンは、アウディの新しいフラッグシップモデル、 に搭載され

ました。

年、この 気筒ガソリンエンジンは、「 」（初代クワトロ）に搭載され、さらな

る進化を遂げることになります。このクルマには、ターボチャージャー、インタークーラー、フ

ルタイム システムをはじめ、サーキット及び公道用のパワフルな技術パッケージを搭載。

当初、このエンジンは （ ）を発生しました。 年には、 を駆った

フィンランド人のハンヌ ミッコラが、 （世界ラリー選手権）でドライバーズタイトルを獲

得。同年、トレッドを広げ、ボディを 短縮した が発表されました。このモ

デルには、 （ ）の最高出力を発生する新開発アルミニウム製 バルブ直列 気筒

エンジンが搭載。それにより、 はドイツメーカーが開発した市販車の中で、史上も

っともパワフルなクルマとなりました。また、このモデルは新しいグループ ラリーカーのベー

スにもなりました。 バルブユニットを採用したこのラリーカーは、参戦当初から （ ）

の強力なパワーを誇りました。このマシンが実戦に投入されたのは、 年シーズンの最後か

ら 番目のラウンドとなったアイボリーコースト ラリー（開催地：コートジボアール）でした。

アウディは、それまでの ラウンドをスウェーデン人のスティグ ブロンクビストがドライブす

る、 （ ）のグループ で参戦。最終的に彼はドライバーズタイト

ルを獲得し、アウディもマニュファクチャラーズタイトルを獲得して 冠に輝きました。

年にアウディがラリーから撤退した後も、モータースポーツにおける快進撃が止まること

はありませんでした。 年には、米国の伝統的なレース、パイクスピークヒルクライムで、

（ ）を駆ったヴァルター ロールが優勝。このレーシングカーは、

（ ）の最高出力を発生していました。さらに、 年には米国ツーリングカーレースの

に、わずか ℓ余りの排気量から （ ）ものパワーを発生するマシンで

参戦し、旋風を巻き起こしました。

年、アウディはフランクフルトモーターショーにおいて、自動車史に残る歴史的なモデル、

を発表。このクルマは、完全に電子制御された 気筒直噴ディーゼルターボエンジ

ンを搭載した初の量産モデルとなりました。このエンジンは、 ℓの排気量から、 （ ）

の最高出力を発生。アウディは、 気筒ガソリンエンジンのラインナップを継続的に見直し、

年には、最高出力 （ ）のエンジンを搭載した が市場に投入されました。

このクルマは、スポーツカーと同等のパワーを備えた （ステーションワゴン）モデルとし

て、新たな自動車セグメントを切り拓きました。

年には、 （ ）の発表と共に、ドイツ セグメントから 気筒エンジンが姿を消

すことになります。 年代の半ばに、 気筒エンジンは徐々に新しい エンジンに取って代

わられていました。 年には、最後の 気筒エンジン搭載モデル （ ）及び

（ ）の生産が終了しました。



しかし、 年にはターボチャージャーとガソリン直噴技術を採用した 気筒エンジンが

に搭載され、大きな話題と共に復活を果たします。 によって開発されたこ

の横置きエンジンは、 ℓの排気量から （ ）の最高出力を発生。その後、この高

性能エンジンは、 及び にも搭載されることになります。 年に発表さ

れた には、 （ ）という印象的なパワーを発揮するエンジンが搭載され

ていました。現在、 に搭載されている は、 （ ）を発生し、新

型の と にも採用されます。この エンジンは、国際的な自

動車ジャーナリストから構成される審査委員会によって、 年連続で「エンジン オブ ザ イヤー」

に選ばれています。



アウディ 気筒エンジンの歴史を彩る金字塔の数々

燃料噴射装置を採用した初代エンジンから数多くのアワードを受賞した まで

年：自動車産業界初の 気筒ガソリンエンジン

年 月、アウディはルクセンブルクで第 世代の （ ）を発表しました。この

クルマには、アウディの生産モデルでは初となる 気筒のガソリンエンジンが搭載されていまし

た。燃料噴射装置を採用した排気量 のこのエンジンは、 （ ）

の最高出力と の最大トルクを発生。翌 年 月から （ ）の

販売が始まり、さらに 年 月からは にも 気筒エンジンが搭載されるようにな

りました。 気筒ユニットは、 年に発売された第 世代の （ ）にも引き続き搭

載されています。

年： （ ）

年：キャブレター仕様の 気筒エンジン

年 月に、 （ ）のベースモデル用ガソリンエンジンがそれまでの 気筒ユ

ニットから、新しいキャブレター仕様の 気筒ユニットに変更されました。 の排気量を備え

たこの 気筒エンジンは、最高出力 （ ） 、最大トルク

を発生。このエンジンは （ ）のほか、 （ ）、 （ ）、

及び次世代の （ ）にも搭載されています。

年： （ ）



年：最初の 気筒ディーゼル

年、アウディは （ ）シリーズに、最初のディーゼルバージョンを導入しました。

排気量 のこの 気筒自然吸気ディーゼルは、最高出力 （ ）、最大トルク

を発生。このエンジンは次世代の （ ）においても、セダンと の両バージョン

に搭載されています。 年からは、ターボチャージャーを装着した仕様も発売され、そのエ

ンジンは （ ）の最高出力と の最大トルクを誇っていました。

年： （ ）

年：ターボチャージャー付き 気筒ガソリンエンジン

年に、アウディ初のターボチャージャー付きガソリンエンジンを搭載した （ ）

が発売されました。この 気筒ユニットは の排気量から、 （ ）

の最高出力と の最大トルクを発生。 （ ）は、ラグジュアリー

クラスに投入された最初のアウディモデルであり、 用の豪華装備の多くを標準装備

していました。

年： （ ）

年：ターボチャージャー＆インタークーラー付き 気筒ガソリンエンジン

アウディは、 年のジュネーブ モーターショーで （ ）を公開しました。こ

のモデルは、 年代半ば以降「 」（初代クワトロ）と呼ばれることになります。パ

ワーユニットは （ ）から移植していましたが、インタークーラーを追加したこと

で、パワーは （ ） に、最大トルクも に増強され



ていました。 のボディは （ ）をベースにしており、 はさ

らに をベースにしていました。 は、 に対し、ブリスターフェ

ンダー、大型バンバー サイドシル、大型リヤスポイラーといった専用のデザインで容易に見分け

ることができました。

年： （ ）（写真はジュネーブ モーターショー）

年：ラリーシーンを席巻した 気筒エンジンモデル

アウディは、 年のコルシカ ラリーでグループ カテゴリーから を初参戦

させました。このモデルに搭載されたターボチャージャー付き 直列 気筒エンジンは、

（ ） のパワーと の最大トルクを誇っていました。

シーズン終了時にこのクルマを駆ったフィンランド人のハンヌ ミッコラが、ドライバータイトル

に輝いています。翌シーズンには、スウェーデン人のスティグ ブロンクビストが再び大きな成功

を収め、ブロンクビストがドライバーズタイトル（ワールドチャンピオン）を、アウディが

年に続く 度目のマニュファクチャラーズタイトルをそれぞれ獲得しています。

年： 仕様

年：ターボチャージャー、インタークーラー、 バルブテクノロジーを採用した 気筒エ

ンジン

年 月、アウディはフランクフルト モーターショーにおいて、 （ ）

を発表しました。このモデルには、 バルブテクノロジーを採用して最高出力 （ ）

、最大トルク を発生する、 高性能 気筒エンジンが搭載さ



れていました。デリバリーは 年の 月から開始されましたが、 （ ）

はあくまで特別なモデルであり、ラリーのホモロゲーションを満たすため、 台の限定で生産

が行われました。ラリーのレギュレーションにより、エンジン排気量も 以下に抑えられ

ています。

年： （ ）

年：制御マップを導入し排ガス浄化システムを標準化した 気筒ガソリンエンジン

年には、完全に新開発されたエンジンが導入されることになりました。アウディは、自動

車メーカーとして初めて 気筒エンジンに完全なマップ制御の電子式燃料噴射システムと触媒コ

ンバーターを標準で装着。そのエンジンは の排気量から、 （ ）

の最高出力と の最大トルクを発生しました。このユニットは、アウディの歴

史のなかでも、もっとも幅広く採用された 気筒エンジンとして、 （ ）、

（ ）、 （ ）の各モデルに搭載されました。さらに 年からは

（ ）に、 年からは （ ）及び にも搭

載されました。このエンジンの最高出力は （ ） 、最大トルクは

でした。

年： （ ）

年：パイクスピークスで世界記録を達成した （ ）

年、ヴァルター ロールは （ ）をドライブし、世界的に有名なパ

イクスピークスヒルクライム（米国）で、新記録を打ち立てて優勝しました。彼は、全長約 、



のコーナーが続く高低差 のコースを 分 秒 のタイムで駆け抜けました。

に搭載された の 気筒エンジンは、 （ ）

のパワーと の最大トルクを発生しました。

年： （ ）

年： バルブテクノロジー、ターボチャージャー、触媒コンバーターを採用した 気筒ガ

ソリンエンジン（ エンジン）

つの触媒コンバーター、 バルブテクノロジー、クローズドタンク ベンティングシステム、診

断システムを備えたこのエンジンは、排ガス処理とテクノロジーの面で非常に高い基準を満たし

ていました。最初に採用されたのは （ ）で、翌年に

（ ）、 年から （ ）にも搭載されています。ターボチャージャー付きの

このエンジンは の排気量から、最高出力 （ ） 、最大トルク

を発生しました。

年： （ ）

年：モータースポーツ活動におけるもっともパワフルな 気筒ワークスエンジン

米国で開催される の 年シーズンに、 が史上もっともパワフル

な 気筒ワークスエンジンを搭載して参戦しました。ターボチャージャーを装着したアルミ製エ

ンジンは、レース用に特別に開発された の高性能ユニットで、 （ ）

の最高出力と の最大トルクを発生。 年のシーズンを通じて、

は、この米国のツーリングカー選手権で 度の勝利を飾っています。



年：

年：生産モデルでは初のターボチャージャー付き直噴 気筒ディーゼルエンジン

アウディは 年のフランクフルト モーターショーにおいて、自動車史にその名を刻むもうひ

とつのモデル、 を発表しました。このモデルに搭載された生産仕様としては初のタ

ーボチャージャー付き直噴 気筒ディーゼルエンジンは、 の排気量から （ ）

の最高出力と、 の最大トルクを発生。このエンジンは、 及び （第 世代及び第

世代の 初代 ）に搭載され、 年以降はパワー トルクが （ ）

に増強されています。

年： （ ）

年：オーバーブースト制御を採用して性能が向上した 気筒 エンジン

アウディは、 年にターボチャージャー付きの バルブ直列 気筒エンジンを搭載した

（ ）のスポーツバージョン、 を世に送り出しました。排気量 の 気筒エン

ジンは、 （ ） のパワーを発生し、ターボの過給圧を一時的に高める制

御により、 の最大トルクを という低回転で実現していました。このエンジン

は （ ）と （ ）にも搭載され、 は、 年以降

と呼ばれるようになりました。



年： （ ）

年：最初の 用 気筒エンジン

アウディが 年に発表した （ ）には、生産仕様としてはかつてないパワ

フルな 気筒エンジンが搭載されていました。ターボチャージャー、燃料噴射システム、排ガス

浄化システムを備えたこのエンジンは の排気量から、 （ ） の

最高出力と の最大トルクを発生しました。

年： （ ）

年：ガソリン直噴、ターボチャージャー及びインタークーラーを採用した

最初のターボチャージャー付き 気筒ガソリンエンジンを発表したちょうど 年後に、アウデ

ィはふたたびターボチャージャー付き 気筒ガソリンエンジンを搭載したニューモデル、

を発表。デビューの舞台となったのは、 年春のジュネーブ モーターショーです。排気

量 の新エンジンは、 （ ） の最高出力と

の最大トルクを発生。このエンジンは、 年からは に、 年からは

マイナーチェンジを実施した にも搭載されるようになりました。 年に発表された

では、最高出力は （ ） に、最大トルクは

にそれぞれ増強されています。



年：

年：

年： のレーシングバージョン

アウディは、 年から によるモータースポーツ活動をスタートさせました。耐久レー

ス用に開発されたレーシングカーには生産モデルから直列 気筒エンジンが移植され、インター

クーラーやエキゾーストシステムの改良により、 （ ） の最高出力と

の最大トルクを発生していました。 年と 年の 耐久選手権に

おいて、 は排気量 以下の クラスにおいて、数々の優勝を飾りました。

年 月には、ニュルブルクリンクで開催された 時間耐久レースで総合優勝に輝き、さらに、同

年エイフェルで開催された 時間レースでも、クラス優勝を成し遂げています。

年： レース仕様



年：ガソリン直噴、ターボチャージャー及びインタークーラーを採用した

年の夏に発表された第 世代の は、最高出力 （ ）の

エンジンを搭載したプレミアムコンパクトクラスでもっともパワフルなモデルです。直噴システ

ムとターボの組み合わせにより、圧縮比を ： と過給エンジンとしては高く設定することに成

功し、結果としてパワーだけでなく効率も高めることに成功しています。 の最大トルク

は低回転域の から発生し、そのまま までコンスタントに維持されます。

年の春からは、このエンジンの改良バージョンが、 にも搭載され

ています。

年：

年：

年：ガソリン直噴、ターボチャージャー及びインタークーラーを採用した

アウディは、 年の北京モーターショーで新世代の と を

発表しました。この両モデルに搭載されている直列 気筒エンジンはあらゆる面で改善されてお

り、従来のエンジンと比較して、より軽量になり、内部抵抗も減り、パワーも増強されました。

の排気量に変化はありませんが、パフォーマンスは パーセントも向上しており、

（ ）というかつてない高出力が実現しています。 の最大トルクは、

～ という、きわめて幅広い回転域で発生します。その結果、独特の心地よい 気筒サ

ウンドとともに圧倒的な加速を実現しています。さらに、このエンジンを搭載した新型

が 年 月のパリサロンで発表され、同じく新型 が 年の

ジュネーブモーターショーで公開されます。



年：

年：

年 月

この資料は 年 月に が発表したものを一部更新したものです。


